
 

22002277（（令令和和９９））年年度度  京京都都大大学学大大学学院院教教育育学学研研究究科科博博士士後後期期課課程程  

（（研研究究者者養養成成ププロロググララムム））学学生生募募集集要要項項  
 

2027 年度京都大学大学院教育学研究科博士後期課程（研究者養成プログラム）学生を下記により募集する。 

本研究科は、教育と人間にかかわる多様な事象を対象とした諸科学を考究することで、理論と実践とを結びつけ

た心・人間・社会についての専門的に高度な識見ならびに卓越した研究能力を養成し、さらに広い視野と異質なも

のへの理解、責任感と高い倫理性、多面的・総合的な思考力と批判的判断力を形成し、人間らしさを擁護し促進す

る態度を啓培することで、多様な人々との協働によって地球社会の調和ある共存に貢献できる高度な専門能力を持

つ人材の育成を目的とする。 

 

ⅠⅠ．．専専攻攻及及びびココーースス  

専攻 コース 

教育学環 教育哲学・教育史学、教育方法学・発達科学、臨床教育学、教育認知心理学、 

臨床心理学、教育文化学、比較教育政策学、高等教育学 

   

 

ⅡⅡ．．募募集集人人員員 

若干名 

※外国人留学生（特別選抜）を若干名募集する。 

 

 

ⅢⅢ．．試試験験期期日日  

  第 1 次試験（筆記試験）は、2026 年 9 月 1 日（火）に実施する。ただし、9 月 2 日（水）を予備日とする。 

  第 2 次試験（口頭試験）は、2027 年 1 月 25 日（月）～1 月 26 日（火）に実施する。※いずれか 1 日（選択不可） 

 

 

ⅣⅣ．．出出願願資資格格  

次のいずれかに該当する者及び 2027 年 3 月 31 日までに該当する見込みの者。 

（1）修士の学位又は修士（専門職）若しくは法務博士（専門職）の学位を有する者（ただし、本研究科修士課程（研

究者養成コース（2017 年度以前入学者）または研究者養成プログラム（2018 年度以降入学者））修了見込みの者を除く。） 

（2）外国において、本学大学院の修士課程又は専門職学位課程に相当する課程を修了した者 

（3）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、本学大学院の修士課程又は専門職学位課

程に相当する課程を修了した者 

（4）我が国において、外国の大学の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられ

た教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程（本学大学院の修士課程又は専門職学位課程に

相当する課程に限る。）を修了した者 

（5）国際連合大学（国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和 51 年

法律第 72 号）第 1 条第 2 項の規定によるものをいう。次号において同じ。）の課程を修了し、修士の学位に相当す

る学位を授与された者 

（6）外国の学校、第 4 号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、大学院設置基準（昭和 49

年文部省令第 28 号）第 16 条の 2 に規定する試験及び審査に相当するものに合格した者であって、本研究科におい

て修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 

（7）文部科学大臣の指定した者 

（8）本研究科において、個別の入学資格審査により、（1）に掲げる者と同等以上の学力があると認めた者で、24 歳に

達したもの 
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※注 1 外国（日本を除く全ての国及び地域）の大学を卒業した者（卒業見込みの者を含む。）は、出願手続きの前に、

京都大学アドミッション支援オフィス（AAO）で手続きを行うこと。詳細については、下記の Web サイトを

参照。過去に AAO で出願資格を有すると確認された者は、再度の手続きを要しない。 

https://u.kyoto-u.jp/graduate-admissions-aao 

※注 2 上記（6）～（8）により出願する者は、事前に出願資格の審査（「Ⅴ．出願資格の審査」を参照）を受けなけ

ればならない。 

 

ⅤⅤ．．出出願願資資格格のの審審査査（（書書類類審審査査））  

出願資格（6）～（8）により出願を希望する者は、出願に先立ち出願資格の審査を行うので、申請に必要な書類

を教育学研究科教務掛へ請求すること。（郵便番号、住所及び氏名を明記し、180 円切手を貼った角形 2 号封筒［240mm

×332mm］を同封のうえ、「出願資格審査申請書類請求（研究者養成プログラム）博士後期課程」と朱書すること。） 

出願資格審査申請書類提出日  2026 年 7 月 7 日（火）～7 月 8 日（水） 

  審査の結果は、2026 年 7 月 17 日（金）に申請者あてに郵送し通知する。 

 

ⅥⅥ．．出出願願手手続続  

入学志願者は次の書類等を郵送により提出すること。 

①編入学志願票 本研究科所定用紙 

②写真票・受験票 本研究科所定用紙。上半身脱帽正面向きで、出願前 3 か月以内に単身で撮影した写真

2 枚を所定の枠内に貼ること。 

③志望理由書 同一内容のもの 4部部。本研究科所定書式（A4 判の用紙 2 ページ以内）で提出すること。 

パソコン等を用いて作成するものとする。 

※ 所定書式は、下記の Web サイトからダウンロードすること。 

   https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/graduate/admissions_info  

④出願資格を証明する書類 出願前 3 か月以内に発行された修士課程・専門職学位課程の修了証明書又は修了見込

証明書等 

⑤成績証明書 出願前 3 か月以内に出身大学長又は研究科長が作成したもの。厳封又は複写防止用紙

によること。 

⑥入学検定料 30,000 円（国費留学生及び 2027 年 3 月本学大学院修士課程・専門職学位課程修了

見込みの者は不要） 

 

【支払期間】 

2026 年 7 月 28 日（火）〜8 月 6 日（木）（期間外取扱不可） 

【京都大学決済システム URL】 

https://kjs3.gakusei.kyoto-u.ac.jp/202202604doctor01 

【支払方法】 

「京都大学決済システム」から必要事項を入力し、入学検定料等の納入方法を選択

すること。 

納入方法として「クレジットカード（出願者本人名義でないクレジットカードでも

支払可能）」、「コンビニ決済」、「銀行決済（ペイジー決済）」のいずれかを選択。た

だし、「銀行決済（ペイジー決済）」及び「コンビニ決済」は、基本的に国内向けの

決済手段。 

入学検定料支払い後、「入学検定料納付証明書」を印刷して提出すること。 

一旦受理された入学検定料は、理由の如何にかかわらず返還しない。 

入学検定料の他に決済手数料が必要。最終的な料金は決済システム画面で確認する

こと。 
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※注 1 外国（日本を除く全ての国及び地域）の大学を卒業した者（卒業見込みの者を含む。）は、出願手続きの前に、

京都大学アドミッション支援オフィス（AAO）で手続きを行うこと。詳細については、下記の Web サイトを

参照。過去に AAO で出願資格を有すると確認された者は、再度の手続きを要しない。 

https://u.kyoto-u.jp/graduate-admissions-aao 

※注 2 上記（6）～（8）により出願する者は、事前に出願資格の審査（「Ⅴ．出願資格の審査」を参照）を受けなけ

ればならない。 

 

ⅤⅤ．．出出願願資資格格のの審審査査（（書書類類審審査査））  

出願資格（6）～（8）により出願を希望する者は、出願に先立ち出願資格の審査を行うので、申請に必要な書類

を教育学研究科教務掛へ請求すること。（郵便番号、住所及び氏名を明記し、180 円切手を貼った角形 2 号封筒［240mm

×332mm］を同封のうえ、「出願資格審査申請書類請求（研究者養成プログラム）博士後期課程」と朱書すること。） 

出願資格審査申請書類提出日  2026 年 7 月 7 日（火）～7 月 8 日（水） 

  審査の結果は、2026 年 7 月 17 日（金）に申請者あてに郵送し通知する。 

 

ⅥⅥ．．出出願願手手続続  

入学志願者は次の書類等を郵送により提出すること。 

①編入学志願票 本研究科所定用紙 

②写真票・受験票 本研究科所定用紙。上半身脱帽正面向きで、出願前 3 か月以内に単身で撮影した写真

2 枚を所定の枠内に貼ること。 

③志望理由書 同一内容のもの 4部部。本研究科所定書式（A4 判の用紙 2 ページ以内）で提出すること。 

パソコン等を用いて作成するものとする。 

※ 所定書式は、下記の Web サイトからダウンロードすること。 

   https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/graduate/admissions_info  

④出願資格を証明する書類 出願前 3 か月以内に発行された修士課程・専門職学位課程の修了証明書又は修了見込

証明書等 

⑤成績証明書 出願前 3 か月以内に出身大学長又は研究科長が作成したもの。厳封又は複写防止用紙

によること。 

⑥入学検定料 30,000 円（国費留学生及び 2027 年 3 月本学大学院修士課程・専門職学位課程修了

見込みの者は不要） 

 

【支払期間】 

2026 年 7 月 28 日（火）〜8 月 6 日（木）（期間外取扱不可） 

【京都大学決済システム URL】 

https://kjs3.gakusei.kyoto-u.ac.jp/202202604doctor01 

【支払方法】 

「京都大学決済システム」から必要事項を入力し、入学検定料等の納入方法を選択

すること。 

納入方法として「クレジットカード（出願者本人名義でないクレジットカードでも

支払可能）」、「コンビニ決済」、「銀行決済（ペイジー決済）」のいずれかを選択。た

だし、「銀行決済（ペイジー決済）」及び「コンビニ決済」は、基本的に国内向けの

決済手段。 

入学検定料支払い後、「入学検定料納付証明書」を印刷して提出すること。 

一旦受理された入学検定料は、理由の如何にかかわらず返還しない。 

入学検定料の他に決済手数料が必要。最終的な料金は決済システム画面で確認する

こと。 

 

※ 本学教育学部・教育学研究科在籍者以外の国費留学生は「国費留学生証明書」を

提出すること。 

※ 2011 年 3 月に発生した東日本大震災、2016 年 4 月に発生した熊本地震、2018 年 7

月に発生した平成 30 年 7 月豪雨、同年 9 月に発生した北海道胆振東部地震及び 2019

年 10 月に発生した令和元年台風第 19 号及び令和 2 年 7 月豪雨、2024 年 1 月に発生

した令和 6 年能登半島地震による災害救助法適用地域において、主たる家計支持者

が被災した者で、罹災証明書等を得ることができる場合は、入学検定料を免除する

ことがある。詳しくは、7 月 3 日（金）までに教育学研究科教務掛へ問い合わせる

こと。 

⑦入学検定料納付証明書 京都大学決済システムの「入学検定料納付証明書」を印刷して提出すること。 

⑧受験票送付用封筒 本研究科所定封筒各 1 枚（合計 2 枚）。 

それぞれに志願者の郵便番号、住所及び氏名を明記し、410 円切手（速達扱い）を貼

ること。 

⑨第 1 次試験合格者受験 

番号一覧表送付用封筒 

⑩あて名票 本研究科所定用紙 1 枚。合格通知等の送付先を記入すること。 

⑪（外国人留学生のみ） 

住民票 

※在留資格が「留学」である者又は

入学時に「留学」の在留資格を取

得できる見込みの者 

市区町村が発行する、国籍、在留資格、在留期間が記載されたもの。 

在留カード（両面）のコピーでもよい。 

海外に在住しており、出願時に提出できない場合は、パスポートのコピー（表紙及び

氏名、国籍、写真、生年月日の記載されたページ）を提出すること。 

⑫提出書類チェックシート 本研究科所定用紙 

⑬論文及びその要約 

（第 1 次試験合格者のみ） 

第 1 次試験の合格者のみ、下記の期間に提出すること。 

2027 年 1 月 4 日（月）〜1 月 7 日（木） 

 

同一内容のもの 4部部。 

論文・要約とも日本語で作成すること。ただし、志望するコースが「教育方法学・発

達科学」、「臨床教育学」、「教育認知心理学」又は「高等教育学」の者については、英

語で作成することも可とする。 

横書きで作成し、本文の各ページ下部中央に必ずページ番号を記入すること。 

要約・論文の順番に並べて 1 部ずつフラットファイル*に綴じ、表紙に論文題目及び氏

名を明記すること。 

第 2 次試験に必要なので、コピーを取っておくこと。 

*フラットファイル 

    
 

ア．論文について 

志望するコースに関連のある分野の最近の研究論文（又は修士論文）を A4 判の用

紙 1 ページ当たり 800 字（※推奨書式あり）で、50 ページ以内にまとめたものを提

出すること。英語で作成する場合は、A4 判の用紙 1 ページ当たり 25 行程度（※推

奨書式あり）で、60 ページ以内、16,000 words 以内にまとめたものを提出すること。 

なお、表紙、目次、注、文献一覧並びに附録等については、上記の枚数には含まな

い。注、文献一覧並びに附録等については、文末にまとめること。 

イ．要約について 
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提出論文の要約を A4 判の用紙 1 ページ 1,200 字詰め（※所定書式）で、2 ページ以

内にまとめたものを提出すること。英語で作成する場合は、A4 判の用紙（※所定書

式）で、2 ページ以内、800 words 以内にまとめたものを提出すること。印刷は両面

印刷とする。 

なお、要約には図表を用いないこと。 

   

 

※ 論文の推奨書式及び要約の所定書式は、下記の Web サイトからダウンロードする

こと。 

    https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/graduate/admissions_info  

※改姓により、編入学志願票等の氏名と各種証明書の氏名が異なる場合は、A4 判の用紙に改姓の事実を記載のうえ、

自署押印したものを提出すること。 

 

ⅦⅦ．．出出願願書書類類受受理理期期間間 （論文及びその要約を除く）  

2026 年 7 月 31 日（金）～8 月 6 日（木） 

ただし、入学検定料の納付を完了し、京都大学決済システムの「入学検定料納付証明書」を印刷したものが

同封されていない場合は、願書を受理しない。 

最終日の午後 5 時までに必着のこと。郵送（書留便）に限る。 

なお、期限後に到着したものは受理しないのでゆとりをもって郵送すること。 

送付に際しては、とじ込みの「出願書類送付用ラベル」を使用すること。 

送付先：〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学教育学研究科教務掛 

 

ⅧⅧ．．入入学学者者選選抜抜方方法法等等  

選抜は、第 1 次試験（筆記試験）及び第 2 次試験（口頭試験）によって行う。 

なお、外国人留学生で、「Ⅳ．出願資格」の出願資格を満たし、在留資格が「留学」である者又は入学時に「留学」

の在留資格を取得できる見込みの者を対象に特別選抜を行う。 

 

（1）第 1 次試験 （筆記試験） 2026 年 9 月 1 日（火） 

コース 
外国語 専門科目 

場所 
9：00 ～ 10：15 10：50 ～ 12：50 

教育哲学・教育史学 ※ 英語、ドイツ語、

フランス語、中

国語の中から 1

つを選択。 

①教育哲学 

②教育史学 

 

 

京都市左京区

吉田本町 

 

京都大学本部

構内又は吉田

南構内 

（詳細は受験

票送付時に通

知する） 

教育方法学・発達科学 ※ 
③教育方法学 

④発達科学 

臨床教育学 ⑤教育人間学・臨床教育学 

教育認知心理学 英語 ⑥教育認知心理学 

臨床心理学 

英語、ドイツ語、

フランス語、中

国語の中から 1

つを選択。 

⑦臨床心理学 

教育文化学 ※ 

⑧教育社会学 

⑨図書館情報学 

⑩メディア文化学 

比較教育政策学 ※ 

⑪比較教育学 

⑫教育政策学 

⑬文化政策学 

⑭生涯教育学  

高等教育学 ⑮高等教育学 
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提出論文の要約を A4 判の用紙 1 ページ 1,200 字詰め（※所定書式）で、2 ページ以

内にまとめたものを提出すること。英語で作成する場合は、A4 判の用紙（※所定書

式）で、2 ページ以内、800 words 以内にまとめたものを提出すること。印刷は両面

印刷とする。 

なお、要約には図表を用いないこと。 

   

 

※ 論文の推奨書式及び要約の所定書式は、下記の Web サイトからダウンロードする

こと。 

    https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/graduate/admissions_info  

※改姓により、編入学志願票等の氏名と各種証明書の氏名が異なる場合は、A4 判の用紙に改姓の事実を記載のうえ、

自署押印したものを提出すること。 

 

ⅦⅦ．．出出願願書書類類受受理理期期間間 （論文及びその要約を除く）  

2026 年 7 月 31 日（金）～8 月 6 日（木） 

ただし、入学検定料の納付を完了し、京都大学決済システムの「入学検定料納付証明書」を印刷したものが

同封されていない場合は、願書を受理しない。 

最終日の午後 5 時までに必着のこと。郵送（書留便）に限る。 

なお、期限後に到着したものは受理しないのでゆとりをもって郵送すること。 

送付に際しては、とじ込みの「出願書類送付用ラベル」を使用すること。 

送付先：〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学教育学研究科教務掛 

 

ⅧⅧ．．入入学学者者選選抜抜方方法法等等  

選抜は、第 1 次試験（筆記試験）及び第 2 次試験（口頭試験）によって行う。 

なお、外国人留学生で、「Ⅳ．出願資格」の出願資格を満たし、在留資格が「留学」である者又は入学時に「留学」

の在留資格を取得できる見込みの者を対象に特別選抜を行う。 

 

（1）第 1 次試験 （筆記試験） 2026 年 9 月 1 日（火） 

コース 
外国語 専門科目 

場所 
9：00 ～ 10：15 10：50 ～ 12：50 

教育哲学・教育史学 ※ 英語、ドイツ語、

フランス語、中

国語の中から 1

つを選択。 

①教育哲学 

②教育史学 

 

 

京都市左京区

吉田本町 

 

京都大学本部

構内又は吉田

南構内 

（詳細は受験

票送付時に通

知する） 

教育方法学・発達科学 ※ 
③教育方法学 

④発達科学 

臨床教育学 ⑤教育人間学・臨床教育学 

教育認知心理学 英語 ⑥教育認知心理学 

臨床心理学 

英語、ドイツ語、

フランス語、中

国語の中から 1

つを選択。 

⑦臨床心理学 

教育文化学 ※ 

⑧教育社会学 

⑨図書館情報学 

⑩メディア文化学 

比較教育政策学 ※ 

⑪比較教育学 

⑫教育政策学 

⑬文化政策学 

⑭生涯教育学  

高等教育学 ⑮高等教育学 

 

備 考 

1．外国語試験に関する注意事項 

外国人留学生（特別選抜）は「英語」を受験すること。 

2．専門科目試験に関する注意事項 

特に指定された場合を除き、日本語で解答すること。 

志望コースに対応した専門科目を受験すること。 

※印のコースを志望する者は、あらかじめ選択する専門科目を決めるこ

と。選択した科目以外で受験することは認めない。 

ただし、台風などの気象状況等を理由に第 1 次試験を延期する場合の予備日を 9 月 2 日（水）とする。予備日に

関する連絡事項は、受験票送付時に通知する。 

 

第 1 次試験の合格者は、9 月 8 日（火）午後 1 時に本研究科 Web サイト（https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/）

に掲載するとともに、出願者全員に「第 1 次試験合格者受験番号一覧表」を送付する。 

 

第 1 次試験の合格者は、論文及びその要約（「Ⅵ．出願手続」⑬を参照）を下記の期間に提出すること。 

論文・要約受理期間：2027 年 1 月 4 日（月）〜1 月 7 日（木） 

最終日の午後 5 時までに必着のこと。郵送（書留便）に限る。 

なお、期限後に到着したものは受理しないのでゆとりをもって郵送すること。期限までに提出しなければ、第 2

次試験を受けることができない。 

送付に際しては、とじ込みの「論文・要約送付用ラベル」を使用すること。 

送付先：〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学教育学研究科教務掛 

 

（2）第 2 次試験 （口頭試験） 2027 年 1 月 25 日（月）～1 月 26 日（火）※いずれか 1 日（選択不可） 

第 2 次試験は、第 1 次試験の合格者について、提出論文を中心とした口頭試験を行う。（提出論文のコピーを持

参すること。） 

第 2 次試験についての日時・注意事項は、9 月 8 日（火）の合格発表後に該当者へ送付する。 

 

 

ⅨⅨ．．合合格格者者発発表表  

2027 年 1 月 29 日（金）午後 1 時 

本研究科 Web サイト（https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/）に合格者の受験番号を掲載し、同時に合格者には郵

便により通知する。 

なお、電話等による問い合わせは受け付けない。 

 

ⅩⅩ．．入入学学料料及及びび授授業業料料  

入学料      282,000 円  

授業料  前期分 267,900 円 （年額 535,800 円 ） 

※入学料及び授業料は予定額であり、改定されることがある。 

※入学時及び在学中に改定された場合には、改定時から新入学料及び新授業料が適用される。 

※2027 年 3 月本学大学院修士課程・専門職学位課程修了予定者は、入学料不要。 

※国費留学生はいずれも不要。 

  

ⅪⅪ．．注注意意事事項項  

1 提出書類について 

（1）提出書類は、本人が楷書で鮮明に記入すること。 

（2）氏名は略字等を使用せず記入すること。 
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（3）試験科目の「外国語」は、英語、ドイツ語、フランス語、中国語の中から 1 つを選択し、受験するものに○印を

つけること。志望するコースが「教育認知心理学」の者又は外国人留学生（特別選抜）は英語に○印をつけること。

なお、選択した「外国語」は試験当日変更することはできない。 

（4）出願書類に不備や記載事項の記入もれのある場合は出願書類を受理しない。 

（5）出願書類受理後は、書類に記載した事項の変更は認めない。また、既納の入学検定料は、いかなる理由があって

も返還しない。 

（6）選抜試験に際して、障害等があるため大学側で補助手段等の準備が必要な場合は、出願に先立ち教育学研究科教

務掛へ申し出るとともに、志願票の備考欄にその旨記入すること。 

 

2 受験について 

（1）選抜試験に関する詳細は、受験票送付の際に通知する。 

（2）試験当日は、試験開始 30 分前までに試験場前に集合すること。 

（3）第 1 次試験（筆記試験）開始時刻に遅れた場合は、各科目とも試験開始後 30 分以内に限り、入室を認める。 

（4）筆記試験に使用を許可するものは、特別に許可された者以外は、黒鉛筆（シャープペンシルも可）、鉛筆削り、

消しゴム、時計（計時機能のみ）に限る。 

（5）試験室に入る際には、必ず受験票を係員に呈示すること。 

 

3 入学手続きについて 

官公庁・会社等に在職のまま入学する者は、所属長の発行する入学承諾書（様式随意）を入学手続き時に提出す

ること。 

 

4 その他 

（1）受験者の合格後の職業継続に関する問題については、各自の責任において対処すること。 

（2）本研究科博士後期課程（研究者養成プログラム）では、出産・育児・介護・身体等の障害などの事情に基づき、

標準修業年限（博士後期課程 3 年）を超えて一定の期間（上限 6 年間）にわたり計画的に教育課程を履修し修了す

ることを認める長期履修学生制度を導入している。ただし、フルタイムの有職者は、本プログラムにおいて長期履

修学生制度の対象者としない。希望者は、2026 年 12 月末日までに教育学研究科教務掛へ問い合わせのうえ、必要

書類を取り寄せること。 

（3）募集要項の郵送を希望する場合は、本研究科 Web サイト

（https://www.educ.kyoto-u.ac.jp/graduate/admissions_info/）に記載の方法で教育学研究科教務掛あてに申し

込むこと。 

（4）入学試験の成績について、受験者本人からの請求があれば開示する。詳細は、合格発表時に本研究科 Web サイ

トへ掲載する。 

  

  

ⅫⅫ．．個個人人情情報報のの取取扱扱いいににつついいてて  

出願書類等に記載されている、氏名、その他の個人情報については、①入学試験の実施、②入学手続き、③入学

者の受入準備以外の目的には利用しない。 

 

 

2026 年 6 月 

送付先・問い合わせ先 

京都大学大学院教育学研究科 
〒606-8501 京都市左京区吉田本町 

電話（075）753-3010（教務掛） 

メール 020kyokyo2@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

−6 −




